
■魚道～魚がのぼりやすい川づくり～
川に住む魚のほとんどは日常的に川を上ったり、下ったりして生活しています。

このような魚たちが思い通りに川を行き来できるよう、障害になっている堰など
に、上り下りできるよう魚道を設置したり、あるいは改善したりしています。

多摩川では、多摩川水系で確認された天然分布魚種のなかから、重点対象魚

種８種類を選定し、選定した８種類の生息域を考慮しながら、魚道の新設・改築を
行っています。

重点対象魚８種





多摩川の主な魚道の構造

アイスハーバー型魚道
魚道の中央部に非越流部（水が流れな

い部分）があり、両側の越流部（水が流
れる部分）の下に潜孔があります。 魚道
中央部の水が越流しない部分の下流側
では、流れが穏やかな水面が確保され、
魚が休憩できるようになっています。水

量の増減に余り対応できないため、潜孔
が土砂で詰まり易いという欠点もありま
す。

ハーフコーン型魚道
多摩川で開発され「大丸用水堰」に最初に

設置された魚道です。プール間の隔壁が半
円錐型をしていて、側面に沿った水脈が緩
やかな流れを作り、降下する稚魚には優し
い流れを、遡上する魚には流下断面が三角
形なので、流速も色々に変化し適切な経路
を選べます。さらにプールが浅く、らせん状
に流れるので土砂が堆積しにくいという特
徴もあります。


